
えんどう利明が、必ずや実現します！

徹底！6つのインフラ

1.疾病対策
●政治の責任で「ワクチン」 「治療薬」 「検査・医療体制」を確保
●経済との両立に向け、感染症対策の徹底と併せ、臨機応変な財
政支援を躊躇なく実施
●山大医学部に「国の高度医療研究所」設置。人工知能（AI）などを
用いた「医療産業先端都市」へ

「まずはコロナを撃退!!
  一刻も早い復活、復興を」

2.災害対策

●公共施設の耐震補強・河川改修、砂防・治山の促進
●蔵王山など災害が予想される地域の安全強化
●先端技術の活用による災害の予知・防止

激甚化する災害に対応!!生活を根底から守る安心を

3.まちづくり

●山形新幹線「山形～東京」１時間台の実現、JR仙山線の高速化、
デジタルを活用した「スーパーシティ」の拠点整備
●観光・防災Wi-Fiステーション・公衆無線LAN環境の整備、
● 携帯不感地域の解消

未来志向の先進都市。街に新しい価値を

4.農業再生

●山形の農産品の豊富さを活かし、「６次産業」から観光を加えた
「９次産業」化へ
●農業共済制度の充実と農業収入保険の推進
●農業基盤整備の促進、治山・林道整備と木材の利用促進

「育つ農業」の環境づくりを

5.経済再生

●持続化給付金、無利子・無担保貸付など、事業継続のための総額
230兆円の経済対策の迅速実施
●観光、サービス業など、コロナによりダメージを受けた産業への
積極支援
●個性を活かして頑張る企業への積極投資

雇用・なりわいの発展を

6.人への投資

●「教育やまがた」に向けた学習環境整備、教師の魅力・地位向上、
山形大学の有機ELなど地域の強みを生かした地域活性化
●年金・介護など安定した社会保障、障がいの有無や年齢に関わ
らず共生できるユニバーサル社会の実現
●先進拠点づくり等によるスポーツを用いたまちづくりの実現 
●不妊治療・待機児童対策など子どもを産み育て易い社会へ

教育・福祉の拡充で持続可能な豊かさを


